
平成 23年度よちこのテーマを設定し，継続研究を行ってきた o t警報が
で 9 信分で考え判断してf警報選択していくことや 3 より良い人間関係を
の表現力を身につけさせていくことは E ますます重繋になってきている c

においても苦言るらゆる教科で言語活動の充実が求められているが F 国語科と

しての役欝誌，今まで以上に大きなものがあると言えるだろう G その意味においても 9 小

との共間研究は 3 互いに児童や生徒がどのような過程で力をつけていくのか知ること

ができ大変有意義である口今年度も E 後半共関で授業案検討や F 研究授業後の話し合いを

17った c

立 授業研究

1 W学のない葉書~ (光村図書 2年) 松里中学校 2年生 平山

( 1 )毘揺す言語能力

f父j の心f曹を読み取り，考えを交流しよう
~登場人物の言動から読みを深め 9 知識や体験と関連づけて自分の考えをもっ~

C領域 f読むこと J

イ文章全体と部分との関採，例示や措写の効果歩盛場人物の言動の意味などを考え 9

内容の理解に役立てること。

エ文章に表れているものの見方や考え方について，知識や経験と鑓連づけて自分の

を持つこと G

( 2 )指導の内容や言語活動

ここでの言語活動は，当時の状況や家族構成をとらえた上で，父親の立場になって

面を書き換えるという学習である。「私(筆者)Jの視点で警かれた文章を「父j の視点

で書き換えることは rこのとき，父毅はどのような気持ちだったかj と開くよちも深
く心構を考えることができ会心構の読み取りに書き換えの手段が有効であることがわか

った o

( 3 )指導の工夫

徒の二糧危，指導が必要な生徒への鱈別対応など，学級の実態を把握し，その対応

として

or指導のステップj
o rグループ斑 (4人 o 5人)の活用j
or色を使った艶布プリントの見分け方Jが紹介された o
そんな中で，授業における学習リーダーが育っていることが感じられ，全員がわかる指

をどう仕組んでいくかという点でとントを得ることができた O

2 W 走れメロス~ (光村図書 2年) 塩山中学校 2年生 数野透教諭

(ヱ)自揺す言語能力

場人物の行動や考え方をもとに F 人物橡の変化を読み味わう

~前後のつながちを大切に歩ひとつひとつの言葉〈描写〉をもとに了寧に読み取るカ~

C領域「読むこと J

エ文章に表れているものの見方や考え方について，知識や経験と関連づけて自分の考

えを持つこと G

( 2 )指導の内容や言語活

ここでの言語活動は rメロス j に対する考えを深めるために fメロスは『勇者Jと
えるかj をテーマに意見交換を行うものである o メロスを単純に勇者だととらえてい

た生徒が，英雄とは言えないという立場の生徒の意見を開き変化していった o 生徒違は
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メモJ

といったことが

麗 研究のまとめ

(成果)

一→芹役三官」ρ ラ宅子玄E事務P付E二i 

つ 7こJメロ λ 鍛タデ説明し りs

していく

たむ

F 信

で

指ち返るための

~fすけ加え 9 科 しミ

のフォローj

e r視点を変えて読むJ r紹部の読みにこだわり 3 表現から了寧に読み取る j 等，新しい

みの研究授業を考えることができ 9 指導の騒が広がった C

e 二度の研究授業，指導案検討を通じて，生徒の表現力を引き出すための教材研究資料 9

プリント作り，実践に学ぶことができた D また，鑓筆，物語の中での f言語活動Jを取

り入れた指導方法としても新たな発見があった O

語活動に観点をおいて研究を進めることができ，テーマに迫れたG 他人と意見交換を

するため 9 読み取る力 3 話を関くカが必要になり，今回の授業でそれらのカを高めるこ

とができたと思う o

e 国語科の役割，思考@判断 e 表現の各部分において実践を積み上げていくことで，

度以降も更なる成果が期待できる O

〈欝麓〉

• r作品に応じた読み方の工夫j の穏を，さらに広げていけると良い。
@文学作品の中では作者の意図する主題があるが，出で来た意見をどう i説教させていくか

が難しく教え込ませるのではない方法で押さえていくにはどうしたらよいか。

e 県教研に参加して基礎基本となる漢字指導，文法指導，言語指導が少なく感じられたむ

特に中学校では避けられているように感じるが，言語活動を下支えするこれらの研究も

折に触れ行っていく必要があるのではないかむ

e 自分の意見や気持ちを表現するための語糞力が，もう少しあると長い o

@今年度の研究で得られた成果を元に s さらに充実した言語活動となるような手立てを探

しp 実践していく o 今年度学んだことを倍々が実践してみることで見えてくるものを

にできたらよいのではないかと思う O

について)
冬ともに中学校では，吉くからある教材を新しい形でアプローチして実践を行うこ

とができたので，成果があった。龍の教材を使って向じ読点で実践したり，吏に改善を

加えて実践した与と 2 とても広がちのある実践を経験させていただいたと思う o

・ 1年生に「考えたり患ったりしたことを書く j ことに壌れさせるねらいで①初読感想②

作文③レポートなど警かせ，評倍して返却することを繰り返した o 2学期ぐらいから
く事への抵抗が減り，分量も増え思考力 e 表現力の向上が見られたように思う o

@従来通りの指導ではなく，課題を明確にする中で s 工夫のある実践を霞っていきたい o

e 実際の授業を還して，指導案には警かれていない，学級や鶴々の生徒への対応を見るこ

とができた O また，新しいことを試みる上でも，日壌の穣み重おや工夫から学んだ。

(部長 鮎糧管美〉
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